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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　ビデオデータの再生を管理する情報を提供する方法であって、
　前記ビデオデータと付加情報を関連づけるためのリンク情報を提供するステップと、
　前記ビデオデータに関連づけられた前記付加情報を識別するために使用される前記リン
ク情報を含んだストリーム内に、前記付加情報が存在するかどうかを表すインジケータを
提供するステップと、から構成され、
　前記インジケータは、前記ビデオデータに関連づけられた付加情報が前記ストリーム内
に存在することを表す第１インジケータ値と、前記ストリーム内に存在しないことを表す
第２インジケータ値のうちの１つを有し、
　単一の付加情報は少なくとも１つのビデオデータに関連づけられるか、又は少なくとも
１つの付加情報は単一のビデオデータに関連づけられることが可能であることを特徴とす
る方法。
【請求項２】
　前記インジケータはフラグであることを特徴とする請求項１記載の方法。
【請求項３】
　前記インジケータが前記第１のインジケータ値を有する場合、前記リンク情報は、前記
ストリーム内の前記付加情報を参照する少なくとも１つのフィールドを有することを特徴
とする請求項１に記載の方法。
【請求項４】
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　前記少なくとも１つのフィールドは、前記ストリーム内から前記ビデオデータに関連づ
けられた前記付加情報を取り出すための具体的情報を有することを特徴とする請求項３に
記載の方法。
【請求項５】
　ビデオデータに関連づけられた付加情報を処理する装置であって、
　リンク情報およびインジケータに基づいて前記ビデオデータに関連づけられた前記付加
情報を識別するように構成された制御手段と、
　前記制御手段に結合され、前記識別された付加情報を処理して、前記関連づけられたビ
デオデータとともに前記付加情報を出力するデータ処理手段と、から構成され、
　前記リンク情報は、前記ビデオデータと付加情報を関連づけ、かつ前記ビデオに関連づ
けられた前記付加情報を識別するために使用され、前記インジケータは前記付加情報が前
記リンク情報を含むストリームに存在するか否かを表し、
　前記インジケータは、前記ビデオデータに関連づけられた付加情報が前記ストリーム内
に存在することを表す第１インジケータ値と、前記ストリーム内に存在しないことを表す
第２インジケータ値のうちの１つを有し、
　単一の付加情報は、少なくとも１つのビデオデータに関連づけられるか、又は少なくと
も１つの付加情報は単一のビデオデータに関連づけられることが可能であることを特徴と
する装置。
【請求項６】
　前記付加情報と前記リンク情報と前記インジケータを一時的に格納するためのメモリを
さらに備え、
　前記制御手段は、前記格納されたリンク情報に基づいて前記ビデオデータに関連づけら
れた具体的な付加情報を識別し、前記データ処理手段は前記具体的な付加情報および前記
ビデオデータをデコードすることを特徴とする請求項５記載の装置。
【請求項７】
　前記データ処理手段は、前記制御手段の制御に従って、前記デコードされた付加情報と
前記デコードされたビデオデータとを同時に再生することを特徴とする請求項６記載の装
置。

【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、ＤＶＤのような記録媒体に記録格納された動画像データと、その動画像デー
タと連係して再生される付加情報を含むスクリプトファイルが一緒に記録された記録媒体
に対する。また、本発明は動画像データとスクリプトファイルを相互に連係させる方法、
そしてこれらを一緒に再生する方法及び装置に関する。
【背景技術】
【０００２】
　最近、デジタルデータを記録格納することができる光ディスク、例えばＤＶＤが広く普
及している。ＤＶＤは、デジタルオーディオデータはもちろん動画像データを長時間記録
格納することができる。
【０００３】
　ＤＶＤには、動画像データのようなデジタルデータストリームが記録格納されるデータ
記録領域と、記録された動画像データの再生制御のために必要なナビゲーションデータが
記録格納されるナビゲーションデータ記録領域が含まれる。
【０００４】
　したがって、一般的なＤＶＤ再生装置では、ＤＶＤが装置内に挿入されると、ナビゲー
ションデータ記録領域に記録された再生制御用データをまず読み出して装置内のメモリに
格納し、その再生制御用データを利用して、データ記録領域に記録された動画像データを
選択またはサーチして読出し再生する動作を実施する。
【０００５】
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　一方、ＤＶＤから読出し再生される特定の動画像データに関連したより詳細な付加情報
、例えば画像及びオーディオ以外の場面の説明、登場人物の紹介などを動画像データの再
生中にユーザーが容易に検索及び確認することができるようにするために、ＤＶＤに付加
情報を記録する場合もある。しかし、まだこのような詳細情報を、如何に動画像データと
連係して記録するか、そして如何に再生するかに対する具体的な処理方法が用意されてい
ない実情である。
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００６】
　　本発明は前記のような実情を考慮して創作されたものであり、動画像データに関連し
た付加情報を各動画像データ区間と連結させてこれを格納する方法と、この方法によって
動画像データとそれに対する付加情報があるファイルが記録された記録媒体を再生する方
法及び装置を提供することを課題とする。
【課題を解決するための手段】
【０００７】
　前記のような目的を達成するための本発明による記録媒体は、動画像データと、前記動
画像データに関連した、ファイルとして記録された付加情報を含み、前記スクリプトファ
イル中少なくとも一つはそれに連係された動画像データ区間に対する付加情報が無いこと
を示す情報を含んでいることを特徴とする。
【０００８】
　また、本発明による記録媒体を再生する方法は、挿入された記録媒体に記録されている
動画像データを再生しながら現在再生されている動画像データ区間のアドレスを獲得して
、そのアドレスに対応する、動画像データに対する付加情報を含むように指定されている
ファイルを特定して、その特定されたファイルを探し、次に、探し出したファイルが含ん
でいるデータまたはそのファイル名から、現在再生されている動画像データ区間に付加情
報が連係されているか否かを判別し、前記判別結果によって、以前画面出力された付加情
報があればその付加情報を削除することを特徴とする。
【０００９】
　また、本発明による記録媒体を再生する装置は、挿入された記録媒体から動画像データ
と動画像データに対する付加情報を有するスクリプトファイルを読み出すための読出し手
段と、前記読出し手段によって読み出される動画像データをデコードして出力するデータ
処理手段と、前記データ処理手段でデコードして出力する動画像データのアドレスを獲得
してそのアドレスに対応する、動画像データに対する付加情報を含むように指定されてい
るファイルを特定して、その特定されたファイルが含んでいるデータまたはそのファイル
名から、前記獲得されたアドレスの動画像データに付加情報が連係されているか否かを判
別する制御手段を含むことを特徴とする。
【発明の効果】
【００１０】
　上述のように本発明による動画像データとスクリプトファイルを相互連係させる方法と
これらを一緒に再生する方法及び装置は、ＤＶＤで再生される動画像データに加えてそれ
と関連した詳細な付加情報を、ユーザーがさらに容易に獲得して確認することができる。
【発明を実施するための最良の形態】
【００１１】
　以下、本発明による動画像データとそれに対するスクリプトファイルとが記録された記
録媒体と、その記録媒体の再生方法及び装置に対して、添付された図面を参照して詳細に
説明する。
【００１２】
　まず、動画像データに対する付加情報の連結方法に対して説明する。本発明によって動
画像データに対する付加情報を収録したスクリプトファイルを含んで記録された記録媒体
、例えばＤＶＤは、図１に示したように、ＤＶＤの再生制御のために必要な各種ナビゲー
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ションデータが記録格納されるナビゲーションデータ記録領域と、動画像データのような
デジタルデータストリームが記録格納されるデータ記録領域とのほかに、動画像データと
関連した詳細情報である付加情報をファイルとしたスクリプトファイルが記録格納される
スクリプトファイル記録領域とで構成されている。
【００１３】
　スクリプトファイル記録領域には、スクリプトファイルと動画像データの対応する区間
を連係させるためのリンク情報ファイルを含めて記録することができる。
【００１４】
　スクリプトファイルは、付加情報を通常的なＨＴＭＬフォーマットで含めることができ
、また一つのスクリプトファイルは一般的なＤＶＤの規格で定義している所定の記録大き
さである記録単位体（ＶＯＢＵ：Video Object Unit）の一つ以上と対応されることがで
きる。
【００１５】
　一方、リンク情報ファイルは、一般的なＤＶＤの規格で定義しているプログラムチェー
ン情報（ＰＧＣＩ：Program Chain Information）毎に一つずつ対応するように生成され
て記録され、一つのスクリプトファイルとそれに対応する一つ以上の記録単位体のアドレ
スで構成されるリンクエントリを一つ以上含む。
【００１６】
　ナビゲーションデータ記録領域にあるビデオ管理情報（ＶＭＧＩ：Video Manager Info
rmation）は、図２に示したように、ビデオ管理メニュー記録単位体アドレスマップ情報
ＶＭＧＭ＿ＶＯＢＵ＿ＡＤＭＡＰを含み、このビデオ管理メニュー記録単位体アドレスマ
ップ情報は、４バイト大きさのビデオ管理メニュー記録単位体に対する開始アドレス情報
ＶＭＧＭ＿ＶＯＢＵ＿ＡＤ＃ｋを一つ以上含む。
【００１７】
　また、ナビゲーションデータ記録領域に含まれるビデオタイトルセット情報（ＶＴＳＩ
：Video Title Set Information）は、図３に示したように、ビデオタイトルセット記録
単位体アドレスマップ情報ＶＴＳ＿ＶＯＢＵ＿ＡＤＭＡＰを含む。このビデオタイトルセ
ット記録単位体アドレスマップ情報は、４バイト大きさのビデオタイトルセット記録単位
体に対する開始アドレス情報ＶＴＳ＿ＶＯＢＵ＿ＡＤ＃ｉを一つ以上含む。
【００１８】
　さらに、ビデオ管理情報ＶＭＧＩまたはビデオタイトルセット情報ＶＴＳＩに記録され
ているプログラムチェーン情報ＰＧＣＩテーブルに記録される一つのプログラムチェーン
情報は、図４に示したように、実際のデータを含む多数の記録単位体ＶＯＢＵで構成され
た一つ以上の記録集合体ＶＯＢの集合、すなわち、‘プログラム区間’と連結されている
。
【００１９】
　プログラムチェーン情報ＰＧＣＩには、図５に示したように、４バイトの記録大きさを
有するプログラムチェーンコンテンツ情報ＰＧＣ＿ＣＮＴ（ＰＧＣ　Ｃｏｎｔｅｎｔｓ）
フィールドが含まれるが、このプログラムコンテンツ情報フィールドは、８ビットのセル
個数情報と、７ビットのプログラム個数情報と、１ビットのスクリプトフラグと、残り１
６ビットの予備領域とで構成される。
【００２０】
　１ビットのスクリプトフラグは、当該プログラムチェーンにスクリプトファイルが連結
されているかを識別する情報であって、連係されたスクリプトファイルがある場合には、
そのフラグが‘１’に設定され、連係されたスクリプトファイルがない場合には、‘０’
に設定される。
【００２１】
　スクリプトファイルがある場合には、リンク情報ファイルが当該プログラムチェーンの
動画像データの区間とその区間のスクリプトファイルを連結させる情報を格納する。リン
ク情報ファイルは、図６に示したように、多数のプログラムチェーンは、そのプログラム
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チェーンに対応させるために、そのプログラムチェーン情報を示すファイル名を有するこ
とができる。例えば第１プログラム区間に対する第１プログラムチェーン情報ＰＧＣＩ＃
１に連関したリンク情報ファイルは、‘ＰＧＣ　１．ｌｋ’のファイル名を有し、第２プ
ログラム区間に対する第２プログラムチェーン情報ＰＧＣＩ＃２に連関した第２リンク情
報ファイルは‘ＰＧＣ　２．ｌｋ’のファイル名とすることができる。
【００２２】
　そして、リンク情報ファイルに記録される各リンクエントリは、スクリプトファイルの
コンテンツが表示される記録単位体のアドレスと、そのスクリプトファイルの記録位置ア
ドレスとで構成される。例えば、スクリプトファイルのコンテンツが一緒に表示される任
意記録単位体のアドレスが‘１００００’であって、そのスクリプトファイルの記録位置
アドレスが‘００１００１h’であれば、リンクエントリは、二個のアドレスで構成され
た、‘１００００／００１００１h’のような形態のデータを有する。‘／’のデリミタ
はスペースと同じ文字を使用することも可能である。
【００２３】
　図７は、リンク情報ファイルの他の実施形態である。各リンク情報ファイルは図６の実
施形態と同じくプログラムチェーンにファイル名で連結される。すなわち、最初のプログ
ラムチェーン情報には‘ＰＧＣ　１．ｌｋ’、２番目プログラムチェーン情報には‘ＰＧ
Ｃ　２．ｌｋ’のようなファイル名を有する。そして、各リンクエントリは、スクリプト
ファイルのコンテンツが表示される記録単位体のアドレスと、そのスクリプトファイルの
ファイル名で構成される。例えば、スクリプトファイルのコンテンツが一緒に表示される
任意の記録単位体のアドレスが‘１００００’であって、そのスクリプトファイルのファ
イル名が‘ｘｘｘｘ０．ｓｃ’であれば、これを連係させるためのリンクエントリは、‘
１００００／ｘｘｘｘ０．ｓｃ’のような形態のデータを有する。‘／’はデリミタであ
る。
【００２４】
　前記のように構成された情報を格納しているＤＶＤを再生する再生装置は、再生するプ
ログラムチェーンが指定されると、そのプログラムチェーン情報ＰＧＣＩ内のプログラム
チェーンコンテンツ情報フィールド‘ＰＧＣ＿ＣＮＴ’にある、１ビットのスクリプトフ
ラグの値を確認して、その値が‘１’であれば、そのプログラムチェーンに連係されたス
クリプトファイルがＤＶＤのスクリプトファイル記録領域に記録されていると判断する。
その後、その領域で前記のようなデータ構造を有するリンク情報ファイルを読み出して、
装置内のメモリに格納する一連のローディング動作を実施する。このローディング動作時
にスクリプトファイル記録領域に記録されているすべてのスクリプトファイルを読み出し
てメモリに一緒に格納してもよい。
【００２５】
　選択されたプログラムチェーンの再生時に、付加情報が一緒に表示されるモードであれ
ば、メモリに格納されている、現在再生中のプログラムチェーン情報に対応するリンク情
報ファイルに記録されているすべてのリンクエントリを調べて現在再生中の記録単位体の
開始アドレスと同一のアドレスがあるか否かを確認する。同一のアドレスがリンクエント
リにあればそれに連関されたスクリプトファイルのアドレス、またはスクリプトのファイ
ル名を確認して、そのアドレスにあるまたはそのファイル名のスクリプトファイルのコン
テンツをメモリまたはＤＶＤから読み出して出力する動作を実施する。したがって、ユー
ザーは動画像データとそれと関連した付加情報を一緒に視聴できるようになる。
【００２６】
　前述した実施形態は、動画像データとスクリプトファイル間を連結させるリンク情報フ
ァイルを別に設けているたが、リンク情報ファイルを別に設けずに動画像データと各スク
リプトファイルを連結させることができる。
【００２７】
　図８は、リンク情報ファイルを経由せずに、スクリプトファイルのファイル名が一緒に
再生されなければならない記録単位体のアドレスを記録することによって、直接動画像デ
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ータと連結されるようにした実施形態である。例えば、第１スクリプトファイルが、‘１
００００’の開始アドレスを有する５番目記録単位体ＶＯＢＵ　＃５と一緒に再生される
付加情報を有する場合、そのファイル名を‘１００００．sc’としておく。すなわち、図
８に示したように、付加情報が一緒に再生される記録単位体の開始アドレスをスクリプト
ファイルのファイル名（拡張子除外）として指定する。
【００２８】
　したがって、そのＤＶＤを再生する再生装置では、再生前にスクリプトファイル記録領
域にあるスクリプトファイルをすべて読んでファイル名からその開始アドレスを把握し、
現在再生中の記録単位体のアドレスと同一のファイル名があればそのスクリプトファイル
内のデータを読み出してデコードして出力する動作を実施する。したがって、ユーザーは
動画像データとそれと関連した付加情報とを一緒に視聴できるようになる。
【００２９】
　スクリプトファイルは、ＤＶＤが装置内に挿入されたとき、初期動作時に読み出されて
装置内のメモリに記録格納したり、またはユーザーが付加情報表示モードを選択した時に
、該当されるスクリプトファイルを順にＤＶＤから読み出して再生することができる。装
置内のメモリ容量が大きい場合には、スクリプトファイルをすべて読み出してメモリに格
納した後、スクリプト表示要請に応答することが望ましい。
【００３０】
　記録されている動画像データは、付加情報が表示されない区間、すなわち付加情報なし
の記録単位体を有する場合もある。このような区間に対してはその区間の開始アドレスを
ファイル名にするスクリプトファイルを置くが、そのファイルのデータはすべてナル（ｎ
ｕｌｌ）データとして記録して置く。図９はこのような方法を図式的に示したものである
。
【００３１】
　図９の例では、Ｌ番目の記録単位体ＶＯＢＵ＃Ｌからｍ－１番目記録単位体ＶＯＢＵ＃
ｍ－１まで付加情報がない区間であって、Ｌ番目記録単位体のアドレス、すなわち、‘３
００００’をファイル名にするスクリプトファイルには一定の大きさのナルデータが記録
される。
【００３２】
　したがって、動画像データの再生途中、Ｌ番目記録単位体になると、‘３００００．ｓ
ｃ’ファイルのコンテンツを読み、そのコンテンツがナルデータであれば、その前に出力
されたスクリプタファイル、すなわち‘２１０００．ｓｃ’のコンテンツをすべて消す動
作のみ実施する。したがって、以前の付加情報、すなわち、‘２１０００．ｓｃ’のファ
イルコンテンツが画面に継続的に表示され続けることを防止することができる。このよう
に付加情報がない動画像データ区間に対しては前の付加情報を削除することによって、動
画像データと連関がない付加情報が同時に画面表示されているといった不具合をなくする
。
【００３３】
　前記のようにスクリプトファイルにナルデータを記録する代わり、スクリプトファイル
のファイル名に特定符号、例えば、‘－’符号を付加してその区間には付加情報がないと
いうことを示す場合もある。例えば、図９の例で、Ｌ番目記録単位体ＶＯＢＵ　＃Ｌの開
始アドレスをファイル名にする無スクリプトファイルを、‘－３００００．ｓｃ’で記録
しておく。
【００３４】
　したがって、‘－’符号が付加されたスクリプトファイルが現在の記録単位体に対応し
ている場合、そのファイルのデータを読まないで、すぐ前に再生出力された付加情報を削
除する。
【００３５】
　以下、前記のような多様な付加情報の動画像データとの連係構造によるデータを含んで
いる記録媒体を再生する方法及びその装置に対して、添付された図面を参照して詳細に説
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明する。
【００３６】
　図１０は、本発明による付加情報を伴った動画像データが記録された記録媒体を再生す
る装置の構成を図示したものである。再生装置は、スクリプトファイルが一緒に記録され
たＤＶＤ　１０から記録信号を読み出すための光ピックアップ１１、光ピックアップ１１
によって読み出される記録信号を処理して画像、オーディオ、及び／またはテキストデー
タに復元する再生処理部１２、ＤＶＤ　１０を回転させるためのスピンドルモータ１７、
光ピックアップ１１をＤＶＤ　１０の記録面に沿って内外周に移動させるためのスレドモ
ータ１６、スピンドルモータ１７やスレドモータ１６さらには光ピックアップ１１の対物
レンズに対するサーボ動作を実施するサーボ部１５、ＤＶＤ　１０を再生するために構成
手段の動作を制御する制御部１３、及び前記ＤＶＤ再生及び付加情報の再生時に生成され
るデータを一時的に格納するメモリ１４を含む。
【００３７】
　再生処理部１２は、光ピックアップ１１によって読み出されたＲＦ信号を２進信号に変
換してデジタルデータに復元するデジタル信号プロセッサ（ＤＳＰ）１２ａと、デジタル
データを元の非圧縮デジタルデータにデコードするデコーダ１２ｂなどを含んでいる。制
御部１３は、メモリ１４またはＤＶＤ　１０に格納されたリンク情報ファイルまたはスク
リプトファイルを検索及び読み出すファイルシステム１３ａと、ファイルシステム１３ａ
と連動して記録データ及びスクリプトファイルのデータ再生動作を制御するマイクロコン
ピュータ１３ｂなどを含んでいる。制御部１３の再生制御動作によって動画像データがそ
れに対応する付加情報と一緒に再生される動作に対して以下詳細に説明する。
【００３８】
　図１１は、図１０の装置によって実施されるスクリプトファイルを含めて記録された記
録媒体を再生する方法の実施形態に対する流れ図を示したものである。
【００３９】
　図１１の再生方法は、ＤＶＤ　１０が、図７及び図８の実施形態と同じく、スクリプト
ファイル記録領域にリンク情報ファイルを含んでいることを前提としたものである。ＤＶ
Ｄ　１０が挿入されると（Ｓ１０）、制御部１３は、ＤＶＤ　１０の再生制御のためのナ
ビゲーションデータを、ＤＶＤのナビゲーションデータ記録領域から読み出して、前記メ
モリ１４にまず格納する。
【００４０】
　メモリ１４に格納されるナビゲーションデータは、プログラムチェーン情報ＰＧＣＩを
含むビデオ管理情報ＶＭＧＩとビデオタイトルセット情報ＶＴＳＩである（Ｓ１１）。
【００４１】
　多数のプログラムチェーンがあることもあるので、一つのプログラムチェーンが選択さ
れると制御部１３は、その選択されたプログラムチェーンに対応するプログラムチェーン
情報に記録されているプログラムチェーンコンテンツ情報ＰＧＣ＿ＣＮＴフィールドの１
ビットであるスクリプトフラグＳｃｒｉｐｔ＿ＦＬＧを確認する（Ｓ１２）。前記スクリ
プトフラグが‘０’であれば、現在プログラムチェーンには別途の付加情報がないと判断
して、一般的なＤＶＤ再生動作を実施する（Ｓ１３）。
【００４２】
　もし、スクリプトフラグが‘１’であれば、ＤＶＤ　１０のスクリプトファイル記録領
域に選択されたプログラムチェーンに対応する少なくとも一つ以上のスクリプトファイル
が記録されていると判断する。そして、その選択されたプログラムチェーンに対するプロ
グラムチェーン情報と連関されたファイル名を有するリンク情報ファイルがＤＶＤ　１０
のスクリプトファイル記録領域に存在するか否か検索する。存在すると、現在のプログラ
ムチェーンに対する付加情報が記録されたＤＶＤであって、存在しないと、付加情報がな
い動画像データであると判断する。
【００４３】
　付加情報があるプログラムチェーンであれば、制御部１３は、スクリプトファイル記録
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領域に記録されているリンク情報ファイルを読み出して（Ｓ１４）、メモリ１４に格納す
る。またメモリ１４の容量が大きい場合には、制御部１３はリンク情報ファイル内のリン
クエントリを分析してそのエントリで指定しているアドレスにあるまたはファイル名の少
なくとも一つ以上のスクリプトファイルを読み出して、選択されたプログラムチェーンの
動画像データを再生する前に予めメモリ１４に格納する（Ｓ１５）。
【００４４】
　そして、ユーザーが選択したプログラムチェーンの再生動作を実施する（Ｓ１６）。現
在の再生モードが付加情報表示モードであるか、または、再生動作の実施途中、ユーザー
から付加情報表示モードへの変更が要請されると（Ｓ１７）、制御部１３は、現在再生さ
れている動画像データの記録単位体のアドレスを再生処理部１２から受信したり、メモリ
１４に格納されたＶＴＳＩ情報から確認する(Ｓ１８)。そして、メモリ１４に格納された
リンク情報ファイル内のリンクエントリから受信されたまたは確認されたアドレスと一致
するまたはそのアドレスより小さいくて最も近接する開始記録単位体アドレスを検索する
（Ｓ１９）。そのエントリが検索されると、そのエントリのスクリプトファイルの記録位
置アドレス、またはスクリプトファイルのファイル名を確認して、そのスクリプトファイ
ルをファイルシステム１３ａを通してＤＶＤ　１０またはメモリ１４から探す（Ｓ２０）
。
【００４５】
　スクリプトファイルが見つかるとそのファイルのコンテンツを読み出して再生処理部１
２に伝送して、現在デコードされている動画像データと一緒に、圧縮された方式に合うよ
うにデコードして出力させる（Ｓ２１）。このようなデータの並行デコード動作によって
、図１２に示したように、ＤＶＤの動画像データと、それと関連した付加情報が一つのモ
ニターまたはテレビジョンの画面に同時に出力表示される。
【００４６】
　一方、図９を参照にして前述したように、探したスクリプトファイルにナルデータが記
録されていたり、またはそのファイル名に‘－’符号のように付加情報がないことを示す
識別子が付加されている場合には、以前に出力された付加情報が画面に継続表示されない
ように無信号データを再生処理部１２に印加して、現在の付加情報を削除する。
【００４７】
　そして、図１３は本発明によるスクリプトファイルを含んで記録された記録媒体を再生
する方法の他の実施形態に対する流れ図を示したものである。図１１の再生方法は、ＤＶ
Ｄ　１０が、図９の実施形態のように、スクリプトファイル記録領域にリンク情報ファイ
ルを含んでいないことを前提としたものである。
【００４８】
　図１３の実施形態は、次の特徴的な説明を除いては図１１の実施形態と完全同一である
。図１３の実施形態では選択されたプログラムチェーンに連結された付加情報があると判
別される場合には（Ｓ３２）、そのプログラムチェーンの記録集合体ＶＯＢのアドレス範
囲を把握して、その範囲内のアドレスをファイル名とするスクリプトファイルをＤＶＤ　
１０のスクリプトファイル記録領域からすべて読み出してメモリ１４に格納する（Ｓ３４
）。
【００４９】
　そして、現在モードが付加情報表示モードであれば、再生中の動画像データの記録単位
体のアドレスを再生処理部１２から受信したり、メモリ１４に格納されたＶＴＳＩ情報か
ら確認して（Ｓ３８）、その受信されたまたは確認されたアドレスと一致するまたは小さ
いながら最も近接したアドレスをファイル名にするスクリプトファイルをメモリ１４から
検索する（Ｓ３９）。スクリプトファイルを見つけるとそのコンテンツを現在の動画像デ
ータと一緒に画面表現されるように再生処理部１２に要請する。
【００５０】
　このとき、探し出したスクリプトファイルにナルデータが記録されていたり、アドレス
のファイル名に付加情報の無連係を示す識別子がある場合には制御部１３は、前述した実
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【００５１】
　参考までに、図１２に示したように、ＤＶＤの動画像データと一緒に画面表示される付
加情報は、インターネット情報検索時に通常用いられるブラウザを画面フレームとして表
示して、ユーザーの操作によって以前または以後の付加情報をスクロールすることができ
、また画面表示された付加情報中一部分をユーザーが選択する場合、それに連結されてい
るさらに具体的な情報が表示されるように、スクリプトファイルの情報はハイパーテキス
ト状で構成してもよい。
【００５２】
　以上、前述した本発明の望ましい実施形態は、例示の目的のために開示されたものであ
って、当業者であれば添付された特許請求範囲に開示された本発明の技術的思想とその技
術的範囲内で、多様な他の実施形態を改良、変更、代替または付加などが可能である。
【図面の簡単な説明】
【００５３】
【図１】本発明によるスクリプトファイルが記録されている記録媒体の記録領域を示す図
。
【図２】記録媒体のナビゲーションデータ記録領域に記録されているビデオ管理情報ＶＭ
ＧＩとビデオタイトルセット情報ＶＴＳＩの構成を各々示す図。
【図３】記録媒体のナビゲーションデータ記録領域に記録されているビデオ管理情報ＶＭ
ＧＩとビデオタイトルセット情報ＶＴＳＩの構成を各々示す図。
【図４】記録媒体に記録されたデータとこれに対するプログラムチェーン情報を階層的に
示す図。
【図５】本発明によってプログラムチェーン情報ＰＧＣＩにスクリプトフラグ情報が含ま
れている構造を図示す図。
【図６】本発明によって動画像データとスクリプトファイルを相互連係する第１実施形態
を示す図。
【図７】本発明によって動画像データとスクリプトファイルを相互連係する第２実施形態
を示す図。
【図８】本発明によって動画像データとスクリプトファイルを相互連係する第３実施形態
を示す図。
【図９】本発明によって付加情報がない動画像データ区間を示す方式を図示す図。
【図１０】本発明によるスクリプトファイルを含んで記録された記録媒体を再生する装置
の構成を示す図。
【図１１】本発明によるスクリプトファイルを含んで記録された記録媒体を再生する方法
の一実施形態に対する動作流れ図であって、
【図１２】本発明による再生装置及び方法によって一緒に画面表示される動画像データと
付加情報の画面形態の一例を示す図。
【図１３】本発明によるスクリプトファイルを含んで記録された記録媒体を再生する方法
の他の実施形態に対する動作流れ図である。
【符号の説明】
【００５４】
　１０…光ディスク、１１…光ピックアップ、１２…再生処理部、１３…制御部、１４…
メモリ部、１５…サーボ部、１６…スレドモータ、１７…スピンドルモータ。
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